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あ
と
一
つ
は
「
朝
鮮
通
信
使
」

の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登

録
。
通
信
使
一
行
は
釜
山
か
ら

船
で
朝
鮮
海
峡
を
渡
っ
て
対
馬

経
由
で
江
戸
に
赴
く
途
中
、
博

多
湾
東
方
の
相
島（
福
岡
県
新
宮

町
）に
滞
在
し
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
と
亀
井
南
冥
　
接

待
役
の
福
岡
藩
は
藩
の
学
者
ら

を
派
遣
し
て
歓
待
し
ま
す
が
、

学
者
の
末
席
に
儒
学
者
亀
井
南

冥（
1
7
4
3
～
1
8
1
2
）が

い
ま
し
た
。

　
南
冥
は
当
時
21
歳
の
若
輩
で

あ
り
な
が
ら
三
週
間
ほ
ど
の
間

に
朝
鮮
の
学
者
と
筆
談
に
よ
る

詩
文
の
や
り
取
り
を
10
回
も
重

ね
、
評
判
に
な
り
ま
す
。

「
博
多
湾
物
語
」の
誕
生
　
ご
承

知
の
よ
う
に
能
古
博
物
館
は
南

冥
一
門
の
顕
彰
を
目
的
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に

は
博
多
湾
を
一
望
に
収
め
る「
海

の
部
屋
」を
新
設
。常
設
展
示『
博

多
湾
物
語
』
～
蒙
古
襲
来
か
ら

サ
ザ
エ
さ
ん
ま
で
～
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

博
多
湾
の
風
と
波
　「
海
の
部

屋
」は
国
内
有
数
の
風
と
波
に

恵
ま
れ
た
博
多
湾
の
ヨ
ッ
ト
史

を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

九
州
帝
大
ヨ
ッ
ト
部
は
日
本
の

ヨ
ッ
ト
界
が
五
輪
デ
ビ
ュ
ー
し

た
戦
前
の
ベ
ル
リ
ン
大
会

（
1
9
3
6
）に
2
選
手
を
送
り

出
し
た
名
門
で
す
。
戦
後
は
東

京
を
皮
切
り
に
リ
オ
ま
で
の
8

大
会
に
12
人
の
博
多
湾
育
ち
が

出
場
し
て
い
ま
す
。（
モ
ス
ク
ワ

は
日
本
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
た

め
選
手
選
出
の
み
）

　
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
に
目
を

転
じ
る
と
、
牛
島
龍
介
さ
ん

（
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
卒
）は

1
9
7
4
年
、
史
上
初
の
太
平

洋
単
独
往
復
航
海
に
成
功
し
ま

し
た
。
彼
は
高
校
生
の
こ
ろ
、

小
戸
海
岸
と
能
古
島
間
の
博
多

湾
を
泳
い
で
往
復
し
、
風
と
波

の
世
界
に
の
め
り
こ
み
ま
す
。

南
冥
と
金
印
　
南
冥
が
鑑
定
し

た
国
宝
「
金
印
」は
後
漢
に
朝
貢

し
た
奴
国
王
が
57
年
に
洪
武
帝

か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
1
7
8
4
年
に
湾

内
の
志
賀
島
で
発
見
さ
れ
、
南

�

（
次
頁
下
段
に
続
く
）

理
事
長
兼
館
長

別館2階から博多湾を望む。日の丸の下に「Z旗」

『
博
多
湾
物
語
』―
新
た
な
展
望
―

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
　『
博
多
湾
物
語
』

を
常
設
展
示
す
る
能
古
博
物
館
に

と
っ
て
嬉
し
い
海
の
ニ
ュ
ー
ス
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
一
つ
は
宗
像
市
の
60

㌔
沖
に
あ
る
海
の
正
倉
院
「
沖
ノ
島
」

の
世
界
遺
産
登
録
で
す
。

「
Z
旗
」＝
１
９
０
５（
明
治

38
）年
５
月
27
、
28
両
日
の
日

本
海
海
戦
で
ロ
シ
ア
の
バ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
日
本

海
軍
連
合
艦
隊
の
旗
艦
「
三

笠
」は
マ
ス
ト
に
Ｚ
旗
を
掲
げ

て
戦
っ
た
。
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二
〇
一
六
年
の
夏
に
勉
誠
出
版
か
ら
刊
行
し
た
拙
著

『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー
に
み
る
日
本
の
戦
争
』
は
、
現

在
阿
智
村
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
戦
時
期
に
製
作
・
使
用
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
百
三
十
五
枚
を
中
心
に
、
関
連
作
品
を
紹
介
す

る
書
籍
で
あ
る
。
刊
行
当
初
、
こ
の
種
ポ
ス
タ
ー
に
焦
点
を

当
て
た
内
容
は
、
戦
争
が
何
か
と
話
題
に
な
り
や
す
い
夏
に

刊
行
さ
れ
た
こ
と
と
、
他
に
類
似
本
が
な
い
こ
と
も
相
ま
っ

て
、
大
い
に
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
能
古
博
物
館
に
お
い
て
も
二
〇
一
七
年
夏
か

ら
代
表
作
を
展
示
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

こ
こ
に
至
る
経
過
は
必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
。

　
戦
争
に
関
す
る
言
論
は
、
書
き
手
も
読
み
手
も
熱
を
帯
び
や

す
い
。
特
に
昨
今
は
、
世
界
的
に
「
自
国
第
一
主
義
」や
「
排
外

主
義
」が
強
ま
っ
て
お
り
、「
自
虐
史
観
」と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な

い
と
の
判
断
か
ら
か
、
戦
時
期
の
出
来
事
に
関
し
て
は
、「
客
観

的
事
実
」
で
さ
え
正
面
か
ら
取
り
上
げ

る
こ
と
を
差
し
控
え
る
、「
自
己
規
制
」

や
「
萎
縮
」が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
実
際
、
ポ
ス
タ
ー
調
査

の
一
環
と
し
て
各
機
関
を
訪
問
し
て
み

る
と
、
日
本
製
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス

タ
ー
を
一
定
数
以
上
所
蔵
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
意
外
に
多
い
も
の
の
、
そ
の
公

表
や
公
開
と
な
る
と
、
一
部
の
平
和
系

博
物
館
を
除
く
と
、
前
述
の
状
況
を
受

け
て
慎
重
姿
勢
を
示
す
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
く
、「
死
蔵
」
さ
れ
が
ち
な
の
で
あ

る
。

　
で
は
、
実
際
に
書
籍
を
刊
行
し
て

の
反
応
で
あ
る
が
、
販
売
数
が
伸
び

た
割
に
は
、
直
接
的
な
意
見
が
出
版

社
や
私
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
反
応
は
、
現

実
に
存
在
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
フ
ル
カ

ラ
ー
で
提
示
さ
れ
、
淡
々
と
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
事
実
が
紹
介
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
認
め
た
く
な
い
事
実
で
あ
っ
て

も
、
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
と

も
受
け
取
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
海
外
の
反
応
で
あ
る

が
、
韓
国
の
博
物
館
関
係
者
は
、
日

章
旗
と
旭
日
旗
を
あ
し
ら
っ
た
表
紙

『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ・ポ
ス
タ
ー
に
み
る

	

日
本
の
戦
争
』顛
末
記

�

青
梅
市
立
美
術
館　
学
芸
員　

田
島 

奈
都
子　

（
前
頁
か
ら
の
続
き
）

冥
の
鑑
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
金
印
は
博
多
湾
の
国
際
性

を
示
す
シ
ン
ボ
ル
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

一
衣
帯
水
　
地
球
を
覆
う
大
海
原
を
往
く
海
運
は
、
古
代

か
ら
国
と
国
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で
し

た
。
博
多
湾
の
史
実
で
言
え
ば
、
遣
隋
使
、
遣
唐
使
、
刀

伊
の
入
寇
が
あ
り
ま
す
。
蒙
古
の
大
軍
が
押
し
寄
せ
た
文

永
の
役（
1
2
7
4
）と
弘
安
の
役（
1
2
8
1
）で
は
数
百

隻
の
軍
船
が
博
多
湾
に
侵
入
し
、
現
在
の
福
岡
市
早
良
区

祖
原
付
近
な
ど
に
上
陸
、
日
本
の
武
士
団
と
交
戦
し
て
い

ま
す
。

　
能
古
島
を
中
心
と
し
た
江
戸
期
の
五
ヶ
浦
廻
船
は
博
多
湾

に
70
隻
有
余
の
千
石
船
を
浮
か
べ
、
島
の
繁
栄
を
支
え
ま
し

た
。
湾
外
の
対
馬
海
峡
で
は
、
Z
旗
を
掲
げ
て
戦
っ
た
日
本

海
海
戦（
1
9
0
5
）の
砲
声
が
福
岡
市
民
の
耳
に
ま
で
届

き
ま
す
。

　
敗
戦
直
後
の
博
多
湾
は
、
海
外
引
き
揚
げ
の〝
日
本
民
族

大
移
動
〟で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

海
の
歴
史
紡
ぐ
　
福
岡
市
・
東
公
園
に
立
つ
銅
像
2
体
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
台
座
を
含
め
る
と
高
さ
約
23
㍍
と

い
わ
れ
る
日
蓮
上
人
像
と
亀
山
上
皇
像
と
が
「
元
寇
史
」を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
の

広
場
に
そ
そ
り
立
つ
救
国
の
英
雄
ネ
ル
ソ
ン
像
が
多
く
の

外
国
人
観
光
客
を
見
下
ろ
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
訪

れ
る
外
国
人
の
姿
は
少
な
い
様
子
で
、
そ
ば
の
「
元
寇
史

料
館
」の
豊
富
な
資
料
も
勿
体
な
い
感
じ
で
す
。

　
海
外
か
ら
の
観
光
客
は
国
際
色
に
富
む
福
岡
市
の
歴
史

を
も
っ
と
知
り
た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な

能
古
博
物
館
で
さ
え
中
国
や
韓
国
を
始
め
欧
米
の
若
者
が

ひ
と
り
旅
で
ふ
ら
り
と
や
っ
て
き
ま
す
。
当
館
も
将
来
を

見
据
え
、
心
を
新
た
に
し
て
新
年
を
迎
え
る
所
存
で
す
。

　
で
は
皆
様
、
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
！

岸信男　軍事保護院、
恩賜財団軍人援護会　1942年



3

能古博物館だより

の
デ
ザ
イ
ン
自
体
に
「
拒
否
的
反

応
」を
示
し
、台
湾
の
研
究
者
は「
興

味
深
い
内
容
で
は
あ
る
が
、
台
湾

で
こ
れ
を
翻
訳
出
版
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
だ
ろ
う
」と
の
感
想
を
述

べ
、
同
様
の
意
見
は
上
海
の
中
国

人
研
究
者
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
植
民
地
で

あ
っ
た
国
や
地
域
に
と
っ
て
の
日

本
製
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー

は
、
未
だ
に
「
直
視
し
難
い
存
在
」

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
一
方
、「
戦
争
」や
「
軍
事
」が
研

究
テ
ー
マ
と
し
て
確
立
し
て
い
る
、
欧
米
の
研
究
者
や
日
本

研
究
を
専
攻
す
る
若
い
学
生
か
ら
は
、
日
本
製
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
・
ポ
ス
タ
ー
と
、
同
時
代
の
自
国
の
同
種
の
ポ
ス
タ
ー
と

を
比
較
し
た
建
設
的
な
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
個
人
的

に
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

　
戦
時
期
の
資
料
に
関
し
て
は
、
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
類
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は

活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ま
だ
ま
だ
国
内
に
も
存
在
す
る
。

従
っ
て
今
後
は
、
そ
う
し
た
も
の
が

こ
れ
を
機
に
積
極
的
に
世
に
出
さ
れ
、

共
有
化
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
「
時
代

を
映
す
鏡
」
と
し
て
、
当
時
の
状
況
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
声
を
真
摯
か
つ
冷
静

に
聴
く
こ
と
が
、
混
沌
と
し
た
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
は
、
何
よ
り
も

必
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
年
で
第
7
回
を
迎
え
た
大
会
は
11
月
18
日
（
土
）、
約

7
0
0
人
を
集
め
て
開
か
れ
た
。
福
岡
市
地
区
郵
便
局
長

協
会
の
主
催
。
ふ
だ
ん
顔
な
じ
み
の
郵
便
局
長
さ
ん
ら
が

8
・
5
㌔
の
コ
ー
ス
沿
い
に
待
ち
か
ま
え
、
参
加
者
に
声

援
を
送
っ
た
。

　
コ
ー
ス
後
半
の
5
㌔
地
点
付
近
に
、「
美
し
の
島
能
古
」

と
彫
ら
れ
た
進
藤
一
馬
さ
ん
（
1
9
0
4
～
1
9
9
2
）

揮
ご
う
の
自
然
石
の
碑
が
あ
る
。「
春
霞
　
玄
海
志
賀
や
能

古
の
海
」の
自
作
の
句
が
目
を
引
い
た
。

　
進
藤
さ
ん
は
福
岡
市
長
時
代
し
ば
し
ば
島
を
訪
れ
、
島

の
人
た
ち
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。
付
近
に
は
晩
年
を
島
内

で
過
ご
し
た
作
家
檀
一
雄
の
記
念
碑
も
あ
る
。

筆
者
略
歴　
東
京
都
出
身
、
筑
波

大
学
大
学
院
博
士
課
程
芸
術
学
研

究
科
単
位
取
得
満
期
退
学
。
専
門

は
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
を
中
心
と
す

る
デ
ザ
イ
ン
史
。
現
職
は
青
梅
市

立
美
術
館
学
芸
員
。

能
古
島
一
周

	

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

土屋華紅　大蔵省、
道・府・県　1941年

日名子実三　恩賜財団軍人援護会長野県
支部　1939年
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ポ
ス
タ
ー
展
の
ア
ン
ケ
ー
ト

◆

　
主
要
な
ポ
ス
タ
ー
の
題
名
を
テ
ー
マ
別
に

10
枚
例
示
し
て
「
ど
の
ポ
ス
タ
ー
が
印
象
に

残
っ
た
か
」と
上
位
3
枚
を
挙
げ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
男
性
陣
は
『
お
国
の
た
め
に
金

を
売
り
ま
し
ょ
う
』（
14
票
）を
ト
ッ
プ
に
、

『
強
く
育
て
よ
お
国
の
た
め
に
』（
12
票
）、『
国

民
精
神
総
動
員
』（
8
票
）が
上
位
を
占
め
、

集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
逆
に
女
性
は
分
散
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
は

『
兵
隊
さ
ん
有
難
う
を
唱
え
ま
し
ょ
う
』（
6

票
）で
し
た
が
、
2
位
に
は
男
性
陣
の
上
位

3
点
に
加
え
『
支
那
事
変
国
債
』、『
優
生
結

婚
報
国
』の
計
5
点
が
4
票
で
横
並
び
し
ま

し
た
。

　
男
女
と
も
、
国
家
が
日
常
生
活
を
強
く

規
制
し
、
国
民
を
戦
争
協
力
に
駆
り
立
て

た
ポ
ス
タ
ー
に
関
心
を
示
し
て
い
て
、
兵

士
募
集
の
よ
う
な
勇
ま
し
い
ポ
ス
タ
ー
は

下
位
で
し
た
。

◆

　「
よ
く
ぞ
保
存
し
て
下
さ
り
、
そ
し
て
展

示
開
催
し
て
下
さ
っ
た
と
、
只
々
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
福
岡
県
内
他
自
治
体
や
企
業
等

も
開
催
す
る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
」（
原
文
の
ま
ま
）

　
こ
れ
は
福
岡
県
内
に
住
む
48
歳
の
パ
ー
ト

女
性
の
感
想
で
す
。
前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

田
島
奈
都
子
さ
ん
の
顛
末
記
に
も
あ
る
「
関

係
機
関
の
自
己
規
制
や
萎
縮
」に
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
福
岡
市
博
多
、
南
区
と
糸
島
市
か
ら
や
っ

て
来
た
女
子
高
校
生
三
人
組
は
『
強
く
育

て
よ
お
国
の
た
め
に
』に
揃
っ
て
注
目
し
、

「
貴
重
な
資
料
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
」と
の
感

想
を
残
し
ま
し
た
。
子
ど
も
を
国
に
捧
げ

な
さ
い
と
い
う
国
家
の
意
思
を
ど
う
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
千
葉
県
柏
市
か
ら
や
っ
て
来
た
男
子
大
学

生（
20
歳
）は
こ
う
書
き
残
し
ま
し
た
。

　「
当
時
の
社
会
の
異
様
な
気
質
を
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

◆

　
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

　「
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
こ
と
で
具
体
的
に
国

策
が
見
え
て
き
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
法

が
判
っ
た
」（
糸
島
市
の
無
職
女
性
・
64
歳
）。

　「
戦
争
の
危
機
が
実
際
に
迫
っ
て
い
る
今
、

こ
の
企
画
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」

（
福
岡
県
宇
美
町
の
男
性
会
社
員
・
44
歳
）。

　「
当
時
の
社
会
を
思
い
出
し
、
今
の
時
代

と
の
あ
ま
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
」（
福
岡
市
南
区
の
無
職
女
性
・

83
歳
）。

　「
昭
和
17
年
生
ま
れ
、
父
親
は
戦
死
。
戦

後
苦
労
し
た
人
間
で
す
。
当
時
の
事
実
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
」（
福
岡
市
西
区
の
無
職
男

性
・
75
歳
）。

　「
戦
争
遂
行
の
た
め
1
5
0
0
種
類
も
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
た
こ
と
に
大
変
驚
愕
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
洗
脳
さ
れ
る
な
と
思
い

ま
し
た
」（
糸
島
市
の
無
職
男
性
・
66
歳
）。

　「
日
本
画
の
大
家
横
山
大
観
で
さ
え
ポ
ス

タ
ー
を
描
い
て
い
た
の
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
」（
糸
島
市
の
無
職
男
性
・
61
歳
）。

　「
西
日
本
新
聞
で
知
り
ま
し
た
」。
九
州
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
「
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
ポ
ス
タ
ー
展
」の
来
館
者
第
1
号
は
新
聞
片
手
に
鹿
児
島

か
ら
や
っ
て
き
た
中
年
の
男
性
で
し
た
。
地
元
テ
レ
ビ
局
R
K
B
も

ニ
ュ
―
ス
番
組
で
詳
し
く
伝
え
ま
し
た
。

　
三
カ
月
の
開
催
期
間
中（
開
館
日
数
62
日
間
）会
場
内
で
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
34
人（
男
性
17
、
女
性
15
、
男
女
未
記
入
2
）の
方
々
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
齢
別
の
ト
ッ
プ
は
60
代（
11
人
）、
次
い
で
70
代（
7
人
）、
40
代

（
4
人
）と
上
位
は
中
高
年
層
が
占
め
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
は
10
代（
3
人
）

と
20
代（
2
人
）の
5
人
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
他
の
年
代
は
は
80
代

（
2
人
）、
50
代（
2
人
）、
30
代（
1
人
）、
年
齢
未
記
入（
2
人
）で
し
た
。

　
展
示
の
理
解
度
を
聞
い
た
設
問
に
「
理
解
で
き
た
」と
答
え
た
方
は

30
人
、「
理
解
出
来
な
か
っ
た
」2
人
、
未
回
答
2
人
。
ほ
ぼ
理
解
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

（2017年8月22日付け西日本新聞夕刊）



5

能古博物館だより

　
九
州
大
学
で
学
ぶ
14
カ
国
・
地
域
の
留
学

生
26
人
と
日
本
人
学
生
1
人
が
休
館
日
の
11

月
13
日
（
月
）、
大
学
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
2
台

に
分
乗
し
て
見
学
に
訪
れ
た
。

　
同
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
催
し
。ポ
ラ
ッ

ク
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
教
授
、
肥
後
裕
輝
教
授
ら

4
人
に
引
率
さ
れ
、博
多
湾
を
一
望
す
る
「
海

の
部
屋
」で
は
「
皆
さ
ん
が
学
ぶ
九
州
大
学
の

ヨ
ッ
ト
部
は
国
内
最
初
の
大
学
ヨ
ッ
ト
部
で

す
。
戦
前
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
選
手
2
名
を

送
り
ま
し
た
」と
の
説
明
に
う
な
ず
き
、
第
2

　
従
来
、
公
益
財
団
法
人
亀

陽
文
庫
に
寄
附
し
て
頂
い
た

個
人
の
皆
様
は
、
所
得
税
確

定
申
告
に
お
い
て
、「
所
得
控

除
」が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
7
月
20
日

付
で
「
所
得
控
除
」と
「
税
額

控
除
」の
い
ず
れ
か
を
選
択
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
従
来
、
控
除
対

象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た『
友

の
会
』会
費（
一
口
3
0
0
0

円
）も
、「
寄
附
金
」と
し
て
扱

う
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
金
額

よ
り
2
0
0
0
円
を
差
し
引

い
た
金
額
を
「
所
得
控
除
」と

「
税
額
控
除
」の
い
ず
れ
か
を

選
択
し
て
申
告
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、「
税
額
控
除
」の
場
合

は
、
当
法
人
が
発
行
し
ま
す

「
領
収
書
」と
「
税
額
控
除
に

係
る
証
明
書
」の
添
付
が
必
要

で
す
。

　
法
人
か
ら
支
出
さ
れ
た「
寄

附
金
」の
損
金
算
入
額
に
つ
い

て
は
、
法
人
の
所
得
等
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
顧
問

税
理
士
に
ご
確
認
下
さ
い
。

　
事
務
作
業
を
簡
素
化
す
る

た
め
従
来
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た

会
費
の
納
入
時
期
を
毎
年
4

月
1
日
付
け
に
統
一
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
新
規
ご
入
会

の
満
1
年
後
に
「
継
続
の
お

願
い
」と
「
会
費
納
入
用
紙
」

を
そ
の
時
々
に
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
会
員
期
間

を
4
月
1
日
か
ら
翌
3
月
31

日
ま
で
の
1
年
間
に
統
一
し
、

新
規
ご
入
会
後
1
年
間
に
満

た
な
い
場
合
で
も
年
度
初
め

に
一
斉
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

留
学
生
が
や
っ
て
来
た
！

展
示
室
の
五
ヵ
浦
廻
船
の
縮
尺
模
型
の
前
で

は
、
江
戸
時
代
に
能
古
島
を
隆
盛
に
導
い
た
海

運
業
の
盛
衰
、
木
造
和
船
の
建
造
技
術
、
島
の

歴
史
の
一
端
に
触
れ
た
。

　
参
加
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
女
子
学
生
は
「
将

来
は
日
本
に
関
係
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と

日
本
語
で
話
し
た
。

　
参
加
し
た
14
カ
国・地
域
の
内
訳
は
次
の
通
り
。

　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、ロ
シ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
、
中
国
（
香

港
）、
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国

友
の
会
の
会
費
、所
得
控
除

�

ま
た
は
税
額
控
除
の
対
象
に

協
賛
会
費
、友
の
会
費
、納
入
時
期
統
一

五
カ
浦
廻
船
の

縮
尺
模
型
の
前
で

海
の
部
屋
で



能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
（
継
続
・
新
規
）会
員　
　
（
平
成
29
年
11
月
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　

１
口　

三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※
会
費
の
納
入
方
法

　
　

郵
便
振
替

０
１
７
３
０-
９-
６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
能
古
博
物

館
だ
よ
り
」を
各
年

度
３
回(

予
定)

、お

届
け
致
し
ま
す
。随

想
や
ご
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。但
し
誌
面

の
都
合
で
掲
載
を
見

送
る
場
合
は
ご
容
赦

願
い
ま
す
。原
稿
は

お
返
し
出
来
ま
せ

ん
。必
要
な
ら
事
前

に
コ
ピ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
　

法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数

　
　

個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
　
　
・
税
制
上
の「
寄
附
金
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

納
入
方
法

　

１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０
・
９
・
６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

　

２
、銀
行
振
込
み　

　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　

普
通　

０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略
・
五
十
音
順

 

・
数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道 

石
野 

智
恵
子 

出
光 

豊

出
光 

芳
秀 

上
﨑 

典
雄 

上
野 

道
雄

柏
木 

重
人 

亀
井 

准
輔 

久
保 

千
春

毛
戸 

彰 

古
森 

英
毅 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘 

鈴
木 

友
和 

添
島 

律
子

多
々
羅 

節
子 
戸
井 

雅
貴 

仁
保 

喜
之

原 

寛 

増
田 

康
治 

翠
川 

文
子

林 

純 

田
中 

一
光 

岸 

恒
憲

筒
井 

勝
美 

安
松 

正
美 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

 

（
個　

人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　
（
法　

人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会　

有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会　

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
恵
光
会　

原
病
院

医
療
法
人 

西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
療
法
人　

原
三
信
病
院

社
会
医
療
法
人　

原
土
井
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・エ
イ
・シ
ー

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行　

土
井
支
店

社
団
法
人
あ
お
ば
研
究
所

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

（
有
）福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ミ
ズ

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

浄
満
寺

彩
苑

（
株
）九
電
工

明
石 

幸 

④

秋
山 

峻 

④

秋
山 

雄
治 

⑧

秋
吉 

包
雄 

⑦

浅
香 

直
哉 

①

麻
生 

静
四
郎 

③

麻
生 

芳
正 

⑥

荒
木 

英
子 

①

阿
部 

芳
文 

①

有
川 

優
子 

③

安
保 

博
史 

⑦

井
浦 

泰
司 

③

池
田 

修
三 

㉒

池
田 

節
子 

④

池
松 

幾
生 

⑫

池
見 

葉
満
代 

④

石
橋 

慶
二 

①

石
橋 

延
枝 

⑦

石
橋 

正
治 

⑩

石
橋 

善
弘 

⑳

石
橋 

美
感
行 

④

泉 

建
志 

⑥

伊
勢 

幸
裕 

③

板
倉 

修
二 

⑨

市
丸 

喜
一
郎 

㉓

井
出 

美
子 

⑥

伊
藤 

明
夫 

⑤

稲
葉 

英
彦 

⑦

井
上 

透 

②

今
永 

一
成 

⑤

今
村 

幸
枝 

④

岩
城 

元 

③

石
清
水 

由
紀
子 
⑦

上
田 

恒
久 

⑨

上
野 

聖
満 

④

上
原 

孝
正 

⑬

宇
都
宮 

邦
子 

⑦

内
海 

眞
記
子 

⑩

浦
田 

裕 

⑨

江
﨑 

小
二
郎 

⑪

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人 
③

合
瀬 

武
久 

⑥

合
馬 

紘 

④

大
石  

由
美
子 
④

大
石 

恭
仁
子 

⑩

大
木 

茂 

⑥

大
島 

照
子 

⑨

大
智 

玲
子 

⑨

大
塚 

健
治
郎 

②

大
野 

彩
子 

⑦

大
庭 

浩
司 

⑦

小
川 

和
子 

⑤

荻
原 

美
枝
子 

⑧

沖
村 

明
子 

②

奥
田 

安
孝 

④

小
倉 

智
文 

⑤

小
野
﨑 

徹 

⑨

柏
木 

和
子 

⑨

金
子 

柳
水 

㉑

樺
島 

浩
子 

④

釜
我 

敏
子 

④

上
村 

陽
一
郎 

⑥

神
山 

広 

④

川
田 

啓
治 

⑪

河
野 

道
博 

⑧

河
邉 

慶
子 

⑧

河
村 

敬
一 

⑫

木
皿 

敦
代 

⑬

岸 

洋
子 

㉕

岸
川 

伸
子 

⑥

北
原 

左
近 

③

木
戸 

龍
一 

⑥

岐
部 

安
信 

⑥

木
村 

忠
夫 

④

木
村 

寧
海 

③

木
山 

啓
子 

⑨

清
田 

美
弥
子 

⑨

國
武 

英
子 

⑧

久
我 

篁
子 

⑩

久
芳 

正
隆 

⑱

熊
谷 

達
彦 

③

黒
田 

明
子 

⑩

甲
本 

達
也 

㉗

小
坂 

セ
ツ 

⑦

小
谷 

壽
子 

④

小
寺 

健
一 

①

小
堀 

瑠
伊
子 

⑨

小
宮 

作 

⑩

小
山 

京
子 

⑤

小
山 

儀
一
郎 

③

境
野 

俊
男 

⑥

榊 

和
美 

⑥

坂
田 

虔
二 

④

坂
田 

さ
つ
紀 

③

坂
梨 

喬 

④

佐
久
間
み
な
子 
①

佐
藤 

郁
男 

⑤

佐
藤 

菜
穂
美 

③

塩
田 

康
文 

④

四
海 

博
司 

①

執
行 

敏
彦 

⑩

篠
田 

栄
太
郎 

⑨

柴
田  

浩
一 

⑩

柴
本 

隼
太 

⑥

島
田 

芙
美
子 

②

下
郡 

治
子 

④

白
垣 

憲
二 

③

白
木 

太
一
郎 

⑦

杉
原 

正
毅 

⑲

杉
山 

謙 

⑨

鈴
木 

誠 

④

住
本 

霞 

⑪

図
師 

祐
子 

⑦

関 

賢
司 

⑨

関 

敏
巳 

⑧

瀬
戸 

美
都
子 

⑨

芹
野 

二
美 

⑨

副
島 

広
巳 

⑤

副
島 

靖
弘 

⑧

髙
木 

良
助
・
い
づ
み 
⑦

髙
嶋 

季
雄 

⑤

髙
嶋 

桂
子 

⑧

髙
根 

襄 

⑫

高
山 

博
光 

⑥

田
川 

義
幸 

④

田
坂 

大
蔵 

⑥

田
里 

朝
男 

⑭

田
代 

朝
子 

⑦

田
代 

健
治 

⑤

田
中 

由
紀
子 

①

多
々
羅 

吉
臣 

⑤

立
石 

京 

⑫

田
中 

啓
介 

②

田
中 

浩
子 

③

田
中
丸 

善
彦 

⑥

玉
村 

英
美 

③

辻
野 

一
男 

⑤

津
田 

光
詢 

④

寺
岡 

直
彦 

③

徳
永 

武
生
･
和
子 
⑦

富
永 

靖
雄 

⑥

友
重 

み
き 

②

豊
田 

富
美
子 

⑧

豊
田 

文
彦 

⑧

中
塩 

喜
美
子 

⑤

中
島 

謙
吾 

⑥

中
村 

貴
富 

③

中
村 

保
夫 

⑩

永
岡 

喜
代
太 

㉓

永
渕 

郁
子 

②

鍋
島 

忠
淳 

④

成
富 

睦
夫 

⑥

西
方 

忍 

②

西
田 

靖
子 

⑧

西
牟
田 

奈
 々

⑩

西
山 

紀
子 

⑩

二
本
木 

恵
右 

①

信
友 

浩
一 

⑩

野
村 

武 

⑥

波
多
野 

直
之 

⑧

八
田 

喜
弘 

④

服
部 

た
か
子 

⑪

花
田 

ひ
ろ
子 

⑨

濱
﨑 

須
美
子 

⑤

林 

十
九
楼 

㉒

林 

宏
文 

⑤

林 

昌
也 

⑥

林 

由
紀
子 

⑨

早
船 

正
夫 

㉒

原 

和
美 

⑥

原 

順
子 

⑥

原 

順
子 

⑤

原 

正
明 

②

原 

靖
子 

⑩

原 

祐
一 

⑥

原
田 

一
男 

⑤

原
田 

雄
平 

⑮

春
野 

政
虎 

④

春
野 

佳
子 

①

春
野 

長
子 

①

馬
場 

浩
太 

⑤

平
川 

好
美 

⑤

平
川 

良
輔 

⑪

平
野 

公
憲 

④

廣
田 

恵
美
子 

⑫

福
井 

和
子 

⑧

福
冨 

節
子 

⑨

福
元 

征
四
郎 

⑨

福
山 

智
美 

⑧

藤
井 

鉄
夫 

⑩

藤
瀬 

三
枝
子 

⑰

藤
田 

信
義 

⑦

舟
越 

茂
義 

⑥

舩
津 

康
幸 

④

古
川 

映
子 

⑮

豊
丹
生 

昌
義 

⑥

北
條 

美
恵
子 

②

星
川 

満
智 

⑤

前
田 

敏
也
子 

㉖

牧 

健
太
郎 

④

増
田 

志
津
子 

⑥

真
角 

磨
鬼
枝 

⑨

松
尾 

尚
城 

④

松
尾 

真
典 

④

松
岡 

智
恵
子 

⑩

松
﨑 

由
紀
子 

⑥

松
村 

等
彰 

⑥

松
本 

美
津
子 

⑩

松
吉 

千
鶴
子 

⑦

的
野 

恭
一 

⑨

丸
谷 

理
奈 

③

三
浦 

佑
之 

⑧

見
沢 

照
栄 

⑦

水
崎 

雄
文 

⑤

味
園 

弘
美 

③

南 

ア
サ
ノ 

⑪

三
野
原 

勝
子 

⑩

簑
原 

聡 

⑪

村
岡 

健
次 

⑦

村
上 

浩 

⑤

本
島 

洋 

③

杜 

あ
と
む 

⑫

森 

恍
次
郎 

⑦

森 

純
子 

⑨

森 

正
敏 

⑦

森
下 

昭
子 

⑥

森
田 

拳
次 

③

森
本 

繁 

⑤

安
井 

久
喬 

⑤

安
恒 

忠
男 

⑨

安
松 

淳
祐 

⑧

山
川 

美
也
子 

⑦

山
家 

肇 

⑥

山
﨑 

博
司 

⑦

山
下 

謙 

⑤

山
田 

朋
信 

⑥

山
田 

博
子 

㉔

山
本 

千
恵
子 

⑤

山
本 

留
美 

⑦

結
城 

威 

⑤

吉
田 

登
美
代 

⑥

吉
田 

泰
久 

⑤

吉
田 

洋
一 

⑩

吉
松 

須
和
子 

⑨

吉
安 

蓉
子 

⑰

若
杉 

佳
昭 

③

渡
辺 

彰 

⑥

和
才 

雅
宣 

③

和
田 

宏
子 

㉒
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2017年（平成29年） 12月　第82号 

主
な
グ
ル
ー
プ
来
館

�

（
平
成
29
年
9
月
～
平
成
29
年
11
月
）

▼〔
9
月
〕7
日（
木
）九
大
地
球
惑
星
科
学
教
室
13
名
、

能
古
小（
島
の
歴
史
研
究
）9
名

▼〔
10
月
〕3
日（
火
）糸
島
市
の
グ
ル
ー
プ
10
名
、

9
日（
月
）西
区
よ
か
と
こ
案
内
人（
あ
こ
め
の
会
）27
名
、

17
日（
火
）東
区
原
看
護
専
門
学
校
1
2
0
名
、

20
日（
金
）糸
島
市
可
也
公
民
館
人
権
学
習
班
21
名
、

▼〔
11
月
〕3
日（
金
）九
大
農
学
部
東
教
室
4
名
、

5
日（
日
）新
老
人
の
会
福
岡
支
部
36
名
、

西
区
よ
か
と
こ
案
内
人（
あ
こ
め
の
会
）26
名
、

9
日（
木
）城
南
区
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
10
名
、

10
日（
金
）福
岡
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
24
名
、

13
日（
月
）九
大
留
学
生
31
名
、

15
日（
水
）東
区
筥
松
公
民
館（
女
性
学
級
）22
名

◇
冬
季
休
館
の
お
知
ら
せ
◇

　
恒
例
の
冬
季
休
館
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
年
内
の
開
館
は
12
月
17
日（
日
）ま
で
。

▽
来
年
の
再
開
は
2
月
23
日（
金
）。

※
休
館
中
の
お
問
合
せ
等
は

　
電
話
0
9
2（
8
8
3
）2
8
8
7
ま
で
。

チラリ
拝見！

よ
そ
の
博
物
館

田
川
市
石
炭
・歴
史
博
物
館 

（
田
川
市
大
字
伊
田
）

　
セ
メ
ン
ト
の
原
料
石
灰
岩
を
削
り
に
削
っ
て
低
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
香
春
岳
を
遠
方
に
望
み
、
広
い
敷
地

内
に
は
炭
鉱
の
巻
き
上
げ
機
の
大
き
な
や
ぐ
ら
が
デ
ン

と
構
え
る
。
男
女
ふ
た
り
の
「
炭
坑
夫
之
像
」、
金
文

字
で
書
か
れ
た
「
炭
坑
節
発
祥
の
地
」
の
碑
。
駐
車
場

も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。本
館
の
改
修
工
事
を
終
え
、

再
開
し
た
ば
か
り
。

　
筑
豊
炭
田
と
い
う
言
葉
は
死
語
に
な
っ
た
が
、
こ
こ

に
は
全
盛
時
代
の
「
ヤ
マ
」が
あ
っ
た
。

　
展
示
の
目
玉
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

2
0
1
1
年
・
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
）
は
何

度
足
を
運
ん
で
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
。

　
作
兵
衛
は
八
歳
か
ら
坑
内
に
下
り
、
筑
豊
の
中
小
炭

坑
を
渡
り
歩
い
た
。
そ
の
半
世
紀
の
炭
坑
生
活
を
手
書

き
の
絵
と
そ
れ
に
添
え
た
独
特
の
文
章
で
描
い
た
。

　
作
品
の
前
に
立
つ
と
、
よ
く
知
ら
れ
た
坑
内
唄
「
七

つ
八
つ
か
ら
カ
ン
テ
ラ
さ
げ
て
坑
内
下
る
も
親
の
罪
」

が
そ
こ
こ
こ
か
ら
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

山本作兵衛さん
（博物館の出版物から引用）巻き上げ機（左遠方）は今にも動き出しそう。右側に本館。

誇らしげな「炭坑節発祥の地」 たくましく優しい「炭坑夫之像」



能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
（
継
続
・
新
規
）会
員　
　
（
平
成
29
年
11
月
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　

１
口　

三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※

会
費
の
納
入
方
法

　
　

郵
便
振
替

０
１
７
３
０-

９-

６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
能
古
博
物

館
だ
よ
り
」を
各
年

度
３
回(

予
定)

、お

届
け
致
し
ま
す
。随

想
や
ご
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。但
し
誌
面

の
都
合
で
掲
載
を
見

送
る
場
合
は
ご
容
赦

願
い
ま
す
。原
稿
は

お
返
し
出
来
ま
せ

ん
。必
要
な
ら
事
前

に
コ
ピ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
　

法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数

　
　

個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
　
　
・
税
制
上
の「
寄
附
金
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

納
入
方
法

　

１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０
・
９
・
６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

　

２
、銀
行
振
込
み　

　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　

普
通　

０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略
・
五
十
音
順

 

・
数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道 

石
野 

智
恵
子 

出
光 

豊

出
光 

芳
秀 

上
﨑 

典
雄 

上
野 

道
雄

柏
木 

重
人 

亀
井 

准
輔 

久
保 

千
春

毛
戸 

彰 

古
森 

英
毅 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘 

鈴
木 

友
和 

添
島 

律
子

多
々
羅 

節
子 
戸
井 

雅
貴 

仁
保 

喜
之

原 

寛 

増
田 

康
治 

翠
川 

文
子

林 

純 

田
中 

一
光 

岸 

恒
憲

筒
井 

勝
美 

安
松 

正
美 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

 

（
個　

人
）

▼ 
協
賛
ご
寄
附

　
（
法　

人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会　

有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会　

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
恵
光
会　

原
病
院

医
療
法
人 

西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
療
法
人　

原
三
信
病
院

社
会
医
療
法
人　

原
土
井
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・エ
イ
・シ
ー

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行　

土
井
支
店

社
団
法
人
あ
お
ば
研
究
所

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

（
有
）福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ミ
ズ

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

浄
満
寺

彩
苑

（
株
）九
電
工

明
石 

幸 

④

秋
山 

峻 

④

秋
山 

雄
治 

⑧

秋
吉 

包
雄 

⑦

浅
香 

直
哉 

①

麻
生 

静
四
郎 

③

麻
生 

芳
正 

⑥

荒
木 

英
子 

①

阿
部 

芳
文 

①

有
川 

優
子 

③

安
保 

博
史 

⑦

井
浦 

泰
司 

③

池
田 

修
三 

㉒

池
田 

節
子 

④

池
松 

幾
生 

⑫

池
見 

葉
満
代 

④

石
橋 

慶
二 

①

石
橋 

延
枝 

⑦

石
橋 

正
治 

⑩

石
橋 

善
弘 

⑳

石
橋 
美
感
行 

④

泉 
建
志 

⑥

伊
勢 
幸
裕 

③

板
倉 
修
二 

⑨

市
丸 

喜
一
郎 

㉓

井
出 

美
子 

⑥

伊
藤 

明
夫 

⑤

稲
葉 

英
彦 

⑦

井
上 

透 

②

今
永 

一
成 

⑤

今
村 

幸
枝 

④

岩
城 

元 

③

石
清
水 

由
紀
子 
⑦

上
田 

恒
久 

⑨

上
野 

聖
満 

④

上
原 

孝
正 

⑬

宇
都
宮 

邦
子 

⑦

内
海 

眞
記
子 

⑩

浦
田 

裕 

⑨

江
﨑 

小
二
郎 

⑪

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人 
③

合
瀬 

武
久 

⑥

合
馬 

紘 

④

大
石  

由
美
子 
④

大
石 

恭
仁
子 

⑩

大
木 

茂 

⑥

大
島 

照
子 

⑨

大
智 

玲
子 

⑨

大
塚 

健
治
郎 

②

大
野 

彩
子 

⑦

大
庭 

浩
司 

⑦

小
川 

和
子 

⑤

荻
原 

美
枝
子 

⑧

沖
村 

明
子 

②

奥
田 

安
孝 

④

小
倉 

智
文 

⑤

小
野
﨑 

徹 

⑨

柏
木 

和
子 

⑨

金
子 

柳
水 

㉑

樺
島 

浩
子 

④

釜
我 

敏
子 

④

上
村 

陽
一
郎 

⑥

神
山 

広 

④

川
田 

啓
治 

⑪

河
野 

道
博 

⑧

河
邉 

慶
子 

⑧

河
村 

敬
一 

⑫

木
皿 
敦
代 

⑬

岸 
洋
子 

㉕

岸
川 
伸
子 

⑥

北
原 

左
近 

③

木
戸 

龍
一 

⑥

岐
部 

安
信 

⑥

木
村 

忠
夫 

④

木
村 

寧
海 

③

木
山 

啓
子 

⑨

清
田 

美
弥
子 

⑨

國
武 

英
子 

⑧

久
我 

篁
子 

⑩

久
芳 

正
隆 

⑱

熊
谷 

達
彦 

③

黒
田 

明
子 

⑩

甲
本 

達
也 

㉗

小
坂 

セ
ツ 

⑦

小
谷 

壽
子 

④

小
寺 

健
一 

①

小
堀 

瑠
伊
子 

⑨

小
宮 

作 

⑩

小
山 

京
子 

⑤

小
山 

儀
一
郎 

③

境
野 

俊
男 

⑥

榊 

和
美 

⑥

坂
田 

虔
二 

④

坂
田 

さ
つ
紀 

③

坂
梨 

喬 

④

佐
久
間
み
な
子 
①

佐
藤 

郁
男 

⑤

佐
藤 

菜
穂
美 

③

塩
田 

康
文 

④

四
海 

博
司 

①

執
行 

敏
彦 

⑩

篠
田 

栄
太
郎 

⑨

柴
田  

浩
一 

⑩

柴
本 

隼
太 

⑥

島
田 

芙
美
子 

②

下
郡 

治
子 

④

白
垣 

憲
二 

③

白
木 

太
一
郎 

⑦

杉
原 

正
毅 

⑲

杉
山 

謙 

⑨

鈴
木 

誠 

④

住
本 

霞 

⑪

図
師 

祐
子 

⑦

関 

賢
司 

⑨

関 

敏
巳 

⑧

瀬
戸 

美
都
子 

⑨

芹
野 

二
美 

⑨

副
島 

広
巳 

⑤

副
島 

靖
弘 

⑧

髙
木 

良
助
・
い
づ
み 
⑦

髙
嶋 

季
雄 

⑤

髙
嶋 

桂
子 

⑧

髙
根 

襄 

⑫

高
山 

博
光 

⑥

田
川 

義
幸 

④

田
坂 

大
蔵 

⑥

田
里 

朝
男 

⑭

田
代 

朝
子 

⑦

田
代 

健
治 

⑤

田
中 

由
紀
子 

①

多
々
羅 

吉
臣 

⑤

立
石 

京 

⑫

田
中 

啓
介 

②

田
中 

浩
子 

③

田
中
丸 

善
彦 

⑥

玉
村 

英
美 

③

辻
野 

一
男 

⑤

津
田 

光
詢 

④

寺
岡 

直
彦 

③

徳
永 

武
生
･
和
子 
⑦

富
永 

靖
雄 

⑥

友
重 

み
き 

②

豊
田 

富
美
子 

⑧

豊
田 

文
彦 

⑧

中
塩 

喜
美
子 

⑤

中
島 

謙
吾 

⑥

中
村 

貴
富 

③

中
村 

保
夫 

⑩

永
岡 

喜
代
太 

㉓

永
渕 

郁
子 

②

鍋
島 

忠
淳 

④

成
富 

睦
夫 

⑥

西
方 

忍 

②

西
田 

靖
子 

⑧

西
牟
田 

奈
 々

⑩

西
山 

紀
子 

⑩

二
本
木 

恵
右 

①

信
友 

浩
一 

⑩

野
村 

武 

⑥

波
多
野 

直
之 

⑧

八
田 

喜
弘 

④

服
部 
た
か
子 

⑪

花
田 
ひ
ろ
子 

⑨

濱
﨑 
須
美
子 

⑤

林 

十
九
楼 

㉒

林 

宏
文 

⑤

林 

昌
也 

⑥

林 

由
紀
子 

⑨

早
船 

正
夫 

㉒

原 

和
美 

⑥

原 

順
子 

⑥

原 

順
子 

⑤

原 

正
明 

②

原 

靖
子 

⑩

原 

祐
一 

⑥

原
田 

一
男 

⑤

原
田 

雄
平 

⑮

春
野 

政
虎 

④

春
野 

佳
子 

①

春
野 

長
子 

①

馬
場 

浩
太 

⑤

平
川 

好
美 

⑤

平
川 

良
輔 

⑪

平
野 

公
憲 

④

廣
田 

恵
美
子 

⑫

福
井 

和
子 

⑧

福
冨 

節
子 

⑨

福
元 

征
四
郎 

⑨

福
山 

智
美 

⑧

藤
井 

鉄
夫 

⑩

藤
瀬 

三
枝
子 

⑰

藤
田 

信
義 

⑦

舟
越 

茂
義 

⑥

舩
津 

康
幸 

④

古
川 

映
子 

⑮

豊
丹
生 

昌
義 

⑥

北
條 

美
恵
子 

②

星
川 

満
智 

⑤

前
田 

敏
也
子 

㉖

牧 

健
太
郎 

④

増
田 

志
津
子 

⑥

真
角 

磨
鬼
枝 

⑨

松
尾 

尚
城 

④

松
尾 

真
典 

④

松
岡 

智
恵
子 

⑩

松
﨑 

由
紀
子 

⑥

松
村 

等
彰 

⑥

松
本 

美
津
子 

⑩

松
吉 

千
鶴
子 

⑦

的
野 

恭
一 

⑨

丸
谷 

理
奈 

③

三
浦 

佑
之 

⑧

見
沢 

照
栄 

⑦

水
崎 

雄
文 

⑤

味
園 

弘
美 

③

南 

ア
サ
ノ 

⑪

三
野
原 

勝
子 

⑩

簑
原 

聡 

⑪

村
岡 

健
次 

⑦

村
上 

浩 

⑤

本
島 

洋 

③

杜 

あ
と
む 

⑫

森 

恍
次
郎 

⑦

森 

純
子 

⑨

森 

正
敏 

⑦

森
下 

昭
子 

⑥

森
田 

拳
次 

③

森
本 

繁 

⑤

安
井 

久
喬 

⑤

安
恒 

忠
男 

⑨

安
松 

淳
祐 

⑧

山
川 

美
也
子 

⑦

山
家 

肇 

⑥

山
﨑 

博
司 

⑦

山
下 

謙 

⑤

山
田 

朋
信 

⑥

山
田 

博
子 

㉔

山
本 

千
恵
子 

⑤

山
本 

留
美 

⑦

結
城 

威 

⑤

吉
田 

登
美
代 

⑥

吉
田 

泰
久 

⑤

吉
田 

洋
一 

⑩

吉
松 

須
和
子 

⑨

吉
安 

蓉
子 

⑰

若
杉 

佳
昭 

③

渡
辺 

彰 

⑥

和
才 

雅
宣 

③

和
田 

宏
子 

㉒
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風庵

よ
う
こ
そ
博
物
館
へ

バス停から
徒歩約4分（下り坂）

階段

船溜り

能古保育園

門

市指定史跡

楷

能古学校前

渡船場前

北浦口

白鬚神社
ひげ

食事処 長栄丸

山
道

渡船場からアイランドパークへの西鉄バス時刻表（平成29年12月現在） ※博物館へは「能古学校前」で下車して下さい。

渡船場前発
アイランドパーク行

平　日
土曜日
日・祝日

アイランドパーク発
渡船場前行

平　日
土曜日
日・祝日

市営渡船（フェリー）

お問い合わせ

●姪浜ー能古島間：約10分

姪浜旅客待合所 
TEL 092-881-8709
能古旅客待合所 
TEL 092-881-0900

開 館 日／毎週 金曜・土曜・日曜と祝日 
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください
開館時間／10:00～17:00（入館16：30まで）
入 館 料／大人400円・高校生以下無料 
※団体20名以上2割引き

（渡船場から徒歩約15分）
徒歩コース

（能古学校前バス停から徒歩約4分）
バスコース

お食事、
みやげ物店など

※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。

07:57
07:57
07:57

08:48
08:48
08:48

09:45
09:45
09:45

10:30
10:30
10:30

11:30
11:30
11:30

12:55
12:55
12:55

13:35
13:35
13:35

14:35
14:35
14:35

15:35
15:35
15:35

16:45
16:45
16:45 18:00

08:23
08:23
08:23

09:20
09:20
09:20

10:03
10:03
10:03

11:13
11:13
11:13

12:28
12:28
12:28

13:18
13:18
13:18

14:18
14:18
14:18

15:18
15:18
15:18

16:18
16:18
16:18

17:28
17:28
17:28 18:38

◎印は日祝日運休 平成29年12月現在

西鉄バス
●JR博多駅より 博多口正面Aのりば
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約50分
●天神より 三越前1Aのりば 
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約30分

市営地下鉄：「姪浜駅」下車乗り継ぎ
●西鉄バス姪浜駅 北口 
　98番 「のこ渡船場行き」：約12～20分
●タクシー：約8分

姪
浜
旅
客
待
合
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

館内散策路

能古・姪浜航路 時刻表

1
2
3
4
5
6
7

05:00
06:00
06:30
07:00
07:30
08:00
09:00

8
9
10
11
12
13
14
15

能古 発 10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00

16
17
18
19
20
21
22
23

17:30
18:00
18:30
19:30
20:15
20:45
21:45
22:45

◎

◎

1
2
3
4
5
6
7

05:15
06:15
06:45
07:15
07:45
08:15
09:15

8
9
10
11
12
13
14
15

姪の浜 発 10:15
11:15
12:15
13:15
14:15
15:15
16:15
17:15

16
17
18
19
20
21
22
23

17:45
18:15
18:45
19:45
20:30
21:00
22:00
23:00

◎

◎

※ 繁忙期は臨時便が運行されます。※ 繁忙期は臨時便が運行されます。

（注）冬季（12月下旬～2月下旬）は、展示物
入れ替えなどで長期休館を原則としています。
御用の場合は事前にお問い合せ願います。
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